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渡邉 扇之介 
( WATANABE Sennosuke ) 

一般科 講師 （数学） 

（ 博士（理学） ） 
 

研究者 researchmapページ 

▷ 組合せ最適化問題        ▷ セルオートマトン 

▷ Min(Max)-Plus代数 ▷ 量子ウォーク 

 

１: 組合せ最適化問題 

右図で Aから Eに向か 

うとき、最も数の総和が 

少なくなる経路はどの経 

路でしょうか。正解は 

「A→B→C→E」です。このような問題を最短経路問題とい

って、カーナビなどに応用されている最適化問題です．私

は様々な最適化問題に対してグラフを使った組合せ論的

アプローチを行い、アルゴリズムを開発しています。 

２: Min(Max)-Plus 代数 

Min-Plus代数とは「minと＋」だけで計算を行う数学で

す。この代数を使うと上で述べたグラフの最適化問題がと

てもきれいに計算できることがあります。私は Min-Plus

代数とグラフの関係を調べています。 

３: セルオートマトン（CA） 

            箱を横に並べて、中に玉を入 

れます。左図上では６個の箱に  

個の玉を入れています。この玉 

３を規則「前が空いていれば進め」に従って移動させたも

のが左図下です。このように決められた規則に従って玉を

動かす数理モデルを CA といいます。上記の例の玉を車だ

と思うと、交通のシミュレーションができます。私は CAの

応用と数学的構造の解析を行っています。 

 

▷ テニス 

▷ 車 

▷ コーヒー 

▷ グラフ・ネットワーク 

▷ 線形・整数計画問題 

▷ グレブナー基底 

▷ Min(Max)-Plus代数 

▷ セルオートマトン 

▷ ランダムウォーク・量子ウォーク 

 

▷ 身の回りにある問題の最適化について 

▷ 車の交通シミュレーションについて 
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吉 村  理 英 
( YOSHIMURA Rie ) 

一般科 講師 （英語） 

（ 修士（教育学） ） 

▷ 英語教育 (TESOL / CELTA/ DELTA)  

▷ Communicative Language Teaching (CLT)  

▷ Cooperative learning 

▷  

１．Communicative Language Teaching  

（日本の EFL における指導法と評価について）  

コミュニケーション能力の養成を中心目標にした教授

法。学習者に言語をコミュニケーションの手段として使用

できるように訓練させることを目的とし、コミュニカティ

ブな活動を中心にして言語を学習させる教授法である。グ

ループワークおよびペアワークを用いるなどのテクニッ

クがよく使われる。コミュニケーション能力を養成するす

べての要素が関係するので、とても奥深い。この教授法を

日本の外国語の授業で効果的に行うための研究。  

 

２．外国語の授業における協同学習の効果について  

ペアやグループで授業をすることが協同学習であると

は必ずしも言えない。互いに学び合う際、どのように人々

が影響し合うのか。協同学習の成立要件や、ペアの特徴、 

グループダイナミックス、教室内でのコミュニケーション

構造についての研究。 

 

３．教材開発 

高専生のための英語の教科書や、ICT を活用した授業で

使用する副教材などの教材開発 

▷ 旅行  

▷ 映画鑑賞  

▷ ダンス  

▷ 作曲 

▷ TESOL/CELTA  
▷ Interaction  
▷ Cooperative Learning  
▷ Reflective Practice 
▷  

▷ 海外留学に関する相談  

▷ TOEIC や IELTS、英検などの相談  

▷ 英語でのプレゼンテーションやスピーチについての助言 
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